
［成果情報名］トマトすすかび病に対する効果の高い殺菌剤防除体系 

［要約］トマト栽培で多発生するすすかび病に対し、すすかび病菌の発生生態に基づく重

要防除時期（定植直後から 10 月まで）に、予防効果の高い殺菌剤（TPN 水和剤、マンゼ

ブ（F）水和剤）を散布する防除体系は、高い防除効果が得られる。 
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［背景・ねらい］ 

トマト栽培において、葉かび病抵抗性品種の普及に伴い、葉かび病の発生が減少した。

しかし、葉かび病を対象とした殺菌剤散布が減少したことから、葉かび病に似た病徴を

示すすすかび病が、栽培早期から多発生するようになり問題となっている。そこで、本

病の重要防除時期ならびに防除効果の高い殺菌剤に基づく、効果の高い防除体系を確立

する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．トマトすすかび病は、前作発病株率の高い圃場において、定植直後から発病株率が高

まる（表１）。このことから、伝染源はハウス内に残存しており、定植直後から感染

ポテンシャルが高いため、定植直後が重要防除時期である。  

 

２．トマトすすかび病は、 28℃で発病と伝染が盛期となり、 33℃以上では伝染力が

弱まり、 20℃以下では発病が緩慢である（表２）。このことから、定植から 10

月までが、発病と伝染に好適な条件となるため、殺菌剤による重要防除時期であ

る。  

 

３．トマトに登録のある殺菌剤 11 剤を用いたすすかび病に対する防除効果の比較で

は、TPN 水和剤およびマンゼブ（ F）水和剤が優れている（表３）。 

 

４．これら２剤を重要防除時期に使用した防除体系は、慣行防除体系に比べすすか

び病の防除効果が高く、発病を低く抑えることが可能である（図１）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．トマト・ミニトマトの促成・抑制栽培で活用できる（三重県のトマト・ミニトマト栽

培面積：72ha 普及センター調べ）。  

 

２．前作で多発生した場合は、定植直後に TPN 水和剤を散布する。  

  

３．農薬の登録内容は変更されることがあるので、使用時は、必ず使用者自身でラベルを

確認する必要がある。 




